



















































































裸の王様 王様 自分のプライ ドを守るために自分の心を偽る為
政者○


















































最初に確認しておきたいのは､｢ひこうかばん｣の ｢息子｣(以下 ｢息子｣と略)と ｢火打ち
箱｣の ｢兵士｣(以下 ｢兵士｣と略)は､はじめの設定が息子 (-金持)､兵士 (-国を守る戦
士)という点で異なる､というところである｡






















3 ス トー リー に映し出されるメッセージ
本節では､前節までのところで明らかになった ｢ひこうかばん｣の作品としての特徴に基づ













ス トー リー の中において､王と妃のためにお話しを創 り出す 7という場面以外は､息子が努
力をして自らの手でお金を稼いだり､苦しい状態から抜け出す状況に身を置く､といった場面
はほとんど出てこない｡これらの点から､息子は､自分が生を受けた環境と偶然の出来事から




















































3｢ひこうかばん｣と ｢火打ち箱｣の主人公が息子､兵士 (-一般市民)であるのに対して ｢裸
の王様｣は支配層､為政者である｡この点を踏まえると､ ｢ひこうかばん｣と ｢火打ち箱｣の
2作品の検討が妥当と考えた｡
4 ｢ひこうかばん｣ (『新訳アンデルセン童話集第一巻』同和春秋社 1955年7月所収)｡同
書では､この記述のあとに ｢-むすこはとぶことができません｡もうおよめさんのところ-い
くこともできません｡｣と展開し､ス トー リー の方向を決定づけている｡
5 ヨウネン社編 『アンデルゼン物語集』1924年 p15-19｡獣を介して行っていた姫との密会が
王室に知られたことから､兵士は囚われの身となる｡
6『同前書』P17｡つまり､兵士が煙草の火をつけるために ｢-兵士は火打箱を取って､初めカ
チと打ち､その次にカチゝと打ち､それからカチ カゝチと打ちました｣という行動をとったこ
とで､目の前に獣が現れて命を救ったのである｡
7前掲書 ｢ひこうかばん｣｡息子は姫とのやりとりの中で結婚の約束をすることになる｡そこで､
｢-わたしは､お話のほかには､なんにも､ご婚礼のおくりものをもってこないことにしまし
ょう｡｣と姫に伝えて約束の日に城に来るのである｡
8 『同前書』｡
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